
東京大学大学院薬学系研究科 分子薬物動態学教室  
特別セミナーのご案内 
協賛：創剤フォーラム 

 
日時：2019 年 9 月 24 日（火） 13:00～15:50 
場所：東京大学薬学部総合研究棟 2F 講堂 

Theme：Novel in vitro technologies to facilitate the investigation  
of drug properties 
参加費：無料 

 
 現在、organ-on-a-chip（OOC）等オンチップ細胞培養系を用いた薬物スクリーニン

グのミニチュア化・集積化に関する研究が世界的に急速な進歩を遂げつつあり、既に

OOC を簡便に実現化するデバイス等が複数種にわたって商業化されるに至っている。 
一方で、OOC を成功に導くためには、優れた機能を有する細胞系も必須であり、特

に再生医療研究の進歩に伴い、iPS, ES 細胞由来のヒト臓器様分化細胞も数多く構築

されつつあるが、全ての intact な臓器の機能が再現できるわけではなく未だ課題も多

い。このような状況下で、OOC の現実的な運用には、様々な観点からの議論が必要で

あると考えている。 
そのような中で、今回は OOC に関してパイオニア的に取り扱いが容易なマイクロ

デバイスの開発に取り組んでいる Mimetas 社の Co-founder, Executive Director であ

り、自身も OOC 分野の研究者でもある Dr. Paul Vulto 氏にご講演いただける機会を得

たため、OOC の現状と今後の発展について意見交換すべく、本セミナーを企画した。 
 

＜プログラム＞ 
13:00～13:10  はじめに 
13:10～13:50 石田誠一 先生（国立医薬品食品衛生研究所） 
「創薬に利用可能な細胞の性能評価と性能向上に向けた取り組み」 
13:50～14:30 粂昭苑 先生（東京工業大学生命理工学院） 
「iPS 細胞からの肝細胞と腸管細胞の作成とその利用」 

― 休憩 ― 
14:45～15:50 Dr. Paul Vulto (Mimetas) 
“Organ-on-a-Chip technology as a routine tool in drug discovery and development” 
 
【参加申し込みについて】 
事前に参加数を把握するために、参加を希望される方は、参加費は無料ですが、予め以

下のサイトで参加登録をお願いしております。 
https://forms.gle/KdQERcuNUvjUtXcf8 
当日参加を妨げるものではありませんが、ご協力の程よろしくお願いいたします。 
 
本セミナーに関するお問い合わせ先： 
東京大学大学院薬学系研究科 分子薬物動態学教室 
前田 和哉（kmaeda@mol.f.u-tokyo.ac.jp） 

https://forms.gle/KdQERcuNUvjUtXcf8

